
２０１８年１１月１０日 

伊藤眞純 

日時 ：２０１８年１１月１０日（土）快晴 

集合 ：１４：００ 

場所 ：鎌倉源氏山公園 源頼朝像前 

コース：各自作成し、ＨＰ「企画提案、２０１８集中ウォーク提案」へ登録 

参加賞：缶ビール１+おつまみ 

参加者：女性１４名+男性１８名＝合計３４名 （氏名は上記全員集合写真をご覧下さい、撮影別グループ男性） 

伊藤コース：登録自宅出発１０：００にしていたが、今日は土曜日７：５０からシャトルバスあり、溝口駅 

まで約１ｋｍだが、8:３３バスに乗る。東急ストアーで弁当とおつまみ買う。 

南武線武蔵溝ノ口駅８；５７→川崎→戸塚→北鎌倉９：５８ 戸塚駅で勅使河原さんとぱったり会う。 

円覚寺→東慶寺→浄智寺→＜葛原岡・大仏ハイキングコース＞→葛原岡神社→化粧坂切通→源氏山公園  

歩数：12,000 歩 約８ｋｍ 

所感 ；3寺はそれぞれ拝観料を払い、隅々までゆっくり写真を撮りながら散策。紅葉は予想通りまだ早く、 

    期待のモミジも枯れていた。お寺の係員に聴くと今年は塩害にやられたようです。流石集中ウォークで

勅使河原さんと良く出会いました。戸塚駅乗り換え時にパッタリ。以後円覚寺はご一緒で１時間半たっ

ぷり散策し最後にオウム真理教浅原影昇庭木札替えされた坂本弁護士のお墓にもお参りしました。葛原

岡神社公園でお互い昼食、２回の出会いでゴールしました。集中ウォークの良い点でもあります。 

Ｐ1 

ＫＷＣ ２０１８     

 



 鎌倉は別のグループ（世田谷おとこの台所今年で１６年目））の Hさんが「ぶらり鎌倉」をやられて、四季折々

の社寺にお参りして、花や庭木を見て約 3時間歩き、鎌倉八幡宮前フアミリー蕎麦屋「繁茂」でそば湯割り焼酎

を飲み楽しむ会です。昨年５０回達成し、「鎌倉市観光案内図」掲載の大船、深沢、腰越、江の島を含め、 

約１５０社寺、記念館、切通、ハイキングコースの殆んど訪れている。現在も新たに再スタートし１５名限定で

実施されており、１２月５日（水）浄妙寺、報国寺、杉本寺、鎌倉宮、源頼朝墓（白旗神社）に行く予定です。 

【円覚寺】臨済宗・円覚寺派大本山 拝観料￥３００ 

鎌倉時代後半の弘安 5年（1282）、ときの執権北条時宗が中国・宋より招いた無学祖元禅師により、円覚寺は開

山されました。開基である時宗公は 18歳で執権職につき、無学祖元禅師を師として深く禅宗に帰依されていま

した。国家の鎮護、禅を弘めたいという願い、そして蒙古襲来による殉死者を、敵味方の区別なく平等に弔うた

め、円覚寺の建立を発願されました。               

１０；００スタート  下図 赤線→ 

総門 紅葉が少し               

山門                            

 

仏殿（妙観察智）              仏殿の仏像 

 

外人さんも多かったがお堂内参拝者は少ない。 

Ｐ２ 



天井の絵        撰仏場                紅葉は？今一つ・・・ 

 

百観音霊場             池と庭園が綺麗・・・紅葉があればもっと和むのに 

大方丈  円覚寺で一番風景の良い場所ですが・・石段を登り一番奥にある紅梅院へ 赤リュックの人は？ 

 

白鹿洞              聖観世音      ～こころのあじ～                              

 

この花？ 

 

 

 

Ｐ３ 



円覚寺如意庵茶寮  綺麗な花が植えられています 眺めの良い茶室は予約がいります  仏殿石段の松 

 

ヒメツルソバ（紅葉時必ず撮影する場所）急な石段を登ります  鐘楼 弁天堂・・鐘堂は相当傷んでいる 

ヒメツルノバは珍しい草花の様です 

鐘楼：1301 年（正安３年）、北条貞時（ほうじょうさだとき）が国

家安泰を願い寄進、鋳造をしたのは物部国光。形が雄大でありなが

ら、細部まで緻密に作り込まれ、技法も洗練されています。国宝に

指定され、鎌倉時代後期を代表する梵鐘です。とても大きな鐘のた

め二度の失敗しましたが、北条貞時が江ノ島の弁財天に祈願したこ

とで三回目の鋳造で成功したと言われています。 

弁天堂仏壇                ここからの眺め 

 

十王堂から遍路路に登る￥１００お賽銭    綺麗なお花がお迎えです                       

 

 

 

 

 

Ｐ４ 



頂上は墓地 ２９年前オウム真理教に殺された「坂本弁護士の墓」があります ここから本堂を見下ろす 

 

下りの路の岩壁には仏像       お見事な岩に形よく栄える草木花   龍陰庵から大方丈へ出る 

円覚寺４５分滞在境内散策しました！ 

１１：１５ 円覚寺参拝と見学を終え、円王寺に行かれる勅使河原さんとお別れし、小生は東慶寺へ向かう。 

東慶寺  参拝料￥２００           

（とうけいじ）は、神奈川県鎌倉市山ノ内にある臨済宗円覚寺派の寺院

である。山号は松岡山、寺号は東慶総持禅寺。寺伝では開基は北条貞時、

開山は覚山尼と伝える。現在は円覚寺末の男僧の寺であるが、開山以来

明治に至るまで本山を持たない独立した尼寺で、室町時代後期には住持

は御所様と呼ばれ、江戸時代には寺を松岡御所とも称した特殊な格式の

ある寺であった[注 1]。また江戸時代には群馬県の満徳寺と共に幕府寺社

奉行も承認する縁切寺として知られ、女性の離婚に対する家庭裁判所の

役割も果たしていた 

 

姫蔓蕎麦？お迎          山門を入ると 鐘楼と参道の梅     本堂 

 

釣鐘堂と古木形良い梅に迎えられて参道を歩くと、岩苔が素晴らしいお寺です。 

梅のシーズンは最高のコースです。 

Ｐ５ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E3%83%8E%E5%86%85_(%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%A8%E6%B8%88%E5%AE%97%E5%86%86%E8%A6%9A%E5%AF%BA%E6%B4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%9D%A1%E8%B2%9E%E6%99%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%8B%E5%B1%B1_(%E4%BB%8F%E6%95%99)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%9A%E5%B1%B1%E5%B0%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E6%85%B6%E5%AF%BA#cite_note-1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%A4%E9%A6%AC%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%80%E5%BE%B3%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B8%81%E5%88%87%E5%AF%BA


ここの紅葉もまだ            仏壇はすべて解放されていました                            

 名物岩崖苔 

奥は墓地になっており今日もお墓前で法要中 

 

苔岩                           今来た雲林の参道をふりかえり見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１：４０ 東慶寺終了                                    Ｐ６ 



１１：４５ 浄智寺 拝観料￥２００ 入口の池（鎌倉十井の一つ）の石橋を渡る 

臨済宗円覚寺派・淨智寺が創建された十三世紀の終わり頃の

鎌倉は、北条氏の勢力が極めて盛大で禅宗が栄えた時期であ

った。淨智寺は、鎌倉五山の第四位である。 

鎌倉幕府五代執権・北条時頼の三男・宗政が 29歳の若さで弘

安四年(1281)に没し、八代執権・北条時宗が弟の菩提を弔う

為に、その夫人と子・師時を開基として建てた寺である。延

文元年(1356）の火災で,当初の伽藍は焼失したが,室町時代に

は方丈,書院,法堂など主要な建物や塔頭があった。しかし関

東大震災で殆ど,倒壊し,現在は三門・楼門や新しい仏殿・方

丈・客殿等が伽藍を形造っている。 

山門          写真供養がされていた   室町時代の三世仏像（左から阿弥陀・釈迦・弥勒如来） 

 

境内庭園の茅葺書院を見ながらぐるり歩く                    巨木コウヤマキ 

 

庭の苔草が素晴らしい       この草は？            奥は谷戸、洞穴が沢山 

 

Ｐ７ 

http://www.kamakura-burabura.com/haiku1kodakamakuragozan.htm
http://www.kamakura-burabura.com/jinbutuh2.htm#houjyoutokiyori
http://www.kamakura-burabura.com/jinbutuh2.htm#houjyoumunemasa
http://www.kamakura-burabura.com/jinbututokimune.htm
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%A5%E5%8B%92%E5%A6%82%E6%9D%A5


          七福神布袋さん 腹を撫ぜましたが温かい、お日様も当たり、皆さんの熱が・・？ 

 

 

１２：１０ 浄智寺を後にして裏山の葛原・大仏ハイキングコースを歩く。今日のウォーキング本番です。 

しばらく庭を眺めながら古い民家のそばを登っていく。林間ウォークは最高ですが・・・ 

 

案内板がある。後３００ｍ                  ここは思い出す、給水タイム 

この後アップダウンがお待ちかねでした。 

根っこや石段もある尾根歩き。 

数人と会いましたが、少ない。若い女性二人スカートと中ヒール姿で目立、頑張って！ニコニコご挨拶。 

Ｐ８ 



集合場所を含めた地図 

台風の被害                   

根っこと落ち葉道 長い木枝を潜り急石段を登る 

葛原岡神社 到着 １２：５０           

葛原岡神社 由緒 

 

 

 

じっと動かぬ三匹の御亀        樹木が素晴らしい        草花も 

 

Ｐ９ 



           この前に投げ入れ岩に乗ると御利益有 可愛いワンちゃん（写真許可をもらいました） 

葛原岡神社は、後醍醐天皇の側近・日野俊基を祀る神社です。明治天皇が日野俊基に従三位を贈り、地元有志と

全国の崇敬者の協力により明治２０年(１８８７)に創建されました。神社の南側に日野俊基の墓があります。日

野俊基は鎌倉幕府の倒幕の謀議に加わり、正中の変(1324）で捕らえられ許されたが、元弘の変（1331）で再度

捕らえられ、翌年ここで処刑された。辞世の句「秋を待たで葛原岡に消える身の露のうらみや世に残るらむ」を

残している。国史跡に指定。 

ここの休憩広場で昼食１３：００椅子に弁当を置いて缶ビール￥３００を買いに行ったら、カキフライのつまみ

をカラスに攫われた。お寿司は残っていて助かる。 

←あそこに勅使河原さん 今日２回目の出会い  

日野俊基の墓。        大木        

「化粧坂切通」を左に見ながら 集合場所「源氏山公園」へ向かう  

源氏山公園：標高 93m の源氏山周辺

に、1956 年 9月 24 日に都市計画決

定し、1966年 10月20日に開園した。

「源氏山」の名は、麓に源氏の屋敷

があったからとする説が有力であ

る[2]。後三年の役で八幡太郎義家が

出陣する際に、山上に源氏の白旗を

立てて戦勝を祈ったところから「旗立山」の別名がある[3]。1980 年

には、源頼朝の鎌倉入り 800 年を記念して頼朝像が建立された[4]。

源氏山北西一帯は葛原岡と呼ばれ、鎌倉幕府の倒幕に関わった日野

俊基はこの地で処刑された。俊基の霊を祀る葛原岡神社と墓所は園

内にある。同神社は大黒天も祀っており、2010 年からは縁結びの祈

願も行う[5]。公園南側、鎌倉駅方面に下りる途中には銭洗弁財天宇

賀福神社があり、北側は化粧坂の切り通しに通じる。北鎌倉と鎌倉大仏を結ぶハイキングコースでは、本園が中

間地点になる。                                    Ｐ１０        

http://www.kamakura-burabura.com/jinbutuk.htm#godaigotennou
http://www.kamakura-burabura.com/jinbutuh.htm#hinotositomo
http://www.kamakura-burabura.com/meisyohinotositomonohaka.htm
http://www.kamakura-burabura.com/jinbutuh.htm#hinotositomo
http://www.kamakura-burabura.com/jinbutuh.htm#hinotositomo
http://www.kamakura-burabura.com/rekisitaiheikiseityuunohenn.htm
http://www.kamakura-burabura.com/NEWKAMAKURA/kamakura-burabura/rekisitaiheikigenkounohen.htm
http://www.kamakura-burabura.com/jinbutuh.htm#hinotositomo
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%BA%90%E6%B0%8F%E5%B1%B1_(%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C)&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1966%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1966%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F%E5%B1%B1%E5%85%AC%E5%9C%92_(%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%B8%82)#cite_note-2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%8C%E4%B8%89%E5%B9%B4%E3%81%AE%E5%BD%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E7%BE%A9%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F%E5%B1%B1%E5%85%AC%E5%9C%92_(%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%B8%82)#cite_note-3
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E9%A0%BC%E6%9C%9D
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E9%87%8E%E4%BF%8A%E5%9F%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E9%87%8E%E4%BF%8A%E5%9F%BA
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%91%9B%E5%8E%9F%E5%B2%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%BB%92%E5%A4%A9
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8A%AD%E6%B4%97%E5%BC%81%E8%B2%A1%E5%A4%A9%E5%AE%87%E8%B3%80%E7%A6%8F%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%96%E7%B2%A7%E5%9D%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E3%83%8E%E5%86%85_(%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%BE%B3%E9%99%A2


１３：１５ 【源氏山公園源頼朝像】到着       先発隊がおられました 

植樹の庭木紅葉が綺麗です             こちらの熟女連も笑顔で一杯  

 

後続部隊が続々と 缶ビールとおつまみのご褒美をもらいます！ 歩いたコースを説明します。 

 

 

平嶋さん司会で、全員１人づつ順番に、コ―ス、歩数、距離、時間を発表します。 

この後源頼朝像前で集合写真（Ｐ１巻頭の写真）若いグループの男性が撮ってあげましょう！ 

小島さんと伊藤も入り３４名集合写真になりました。 

Ｐ１１ 



解散後鎌倉駅に向かいアフター組は仲町通りの居酒屋へ。 

寿福寺の傍を取通る 

 

倉の前を歩く人は？アフターウォーク仲町道のお馴染み「あじたろう」１６：００～１７：５０  

全員入れる部屋あり。＠￥２，２００ 

美味しく 

楽しく 

賑やかに 

おしゃべり 

御馳走様 

 

 

 

 

 

 

 Ｐ１２ 

編集後記：ＫＷＣ集中ウォークは殆んど参加しているが、今回自宅からは少し遠いが 

先述お通り、体験豊富なところで楽でした。今年は塩害で紅葉が期待出来ないのが残念です。 

しかし好天に恵まれ、源氏山を制覇し源頼朝になった気分は最高でした。企画集計、ご褒美の 

缶ビール、おつまみ買物運搬された運営委員の方々ご苦労様でした。深く感謝とお礼申し上げます。 

いつものボケ防止用日記帳「メモと写真」です。説明文はＨＰ他から引用しました。 


